
事業報告

<実績の概要>

犯罪被害者等への支援活動は、電話 (メ ール・LINEを含む。)・ 面接による相談及

び関係機関への付き添いなどの直接的支援事業を引き続き実施しました。

また、性暴力被害者の緊急避妊等に係る医療措置については、内閣府設置によるコ

―ルセンターと連携して夜間。休日を含む 24時間の支援体制を継続しているところ

であります。

令和 7年度のセンター全体の電話等相談 「延べ件数」は 802件 (6年度 773件 )、

6年度より29件の増であり、このうち性暴力被害に係る「サポー トながさき」の電

話等相談は 701件 (6年度 635件 )、 6年度より66件の増でありました。

また、警察署への被害届や弁護士法律相談等においても、センター職員が付き添う

「直接的支援事業」はセンター全体で 154件 (6年度 ■5件 )、 このうち性暴力被害

は 118件 (6年度 86件)と年々増加しており、増加の主な内訳としましては、弁護

士法律相談 27件の増 (47件→69件 )、 裁判所付添い■件の増 (46件→57件)と

なっております。

広報啓発活動でありますが、誰にも相談できない被害者は数多く、センターの認知

度向上とともに、具体的な支援活動の広報は極めて重要であると考えております。

特に、中学・高校生等に向けて「サポー トながさき」の周知を図るため、相談専用

電話番号等を記載した携帯カー ド約 79,000枚を、県内の国公立・私立の中学・高校



及び特別支援学校の計 296校の全生徒に配布いたしました。

この他、被害者支援に係る広報としてNBCラ ジオや県営バス車内放送、長崎運転

免許センターにおいての広報活動を昨年度に引き続き行いました。

また、被害者の心情等についての理解の浸透を図るため、中学校・高校を姑象とし

た巡回学校講演事業につきましては、8校・約 1,700名 の聴講をいただきました。

今回は、令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 までの事業報告と決算等につい

てのご審議をいただくものであります。

具体的な事業実績等は、次のとおりとなっています。



令和 7年度 事業実施状況報告書
I事 業 実 績
1電話・面接相談、直接的支援に関する事業(センター計 実件教)

注)「受J:センターの相談受理、「発」:センターから相談者等への発信

0上記事業のうち性暴力被害者支援【サホ
°―卜ながさきI

2個 別 事業の状況

事業実績の区分等は、「(公社)全国犯罪被害者支援ネットワークJ活動集計要領による。

ア センター

電話等相僚等件数 面接相談件教 相談事業計 直接支援件数 電話～直接計

①～③

警察情報

提供数
相談者等の居住市町・件数①～③

電話 メール LIヽ E 手紙 ② ①Ю ③

R7

受468 発201 受45  発14 受31

76 835 154 989 61

長崎市102、 佐世保市lF6、 島原市39、  謙早市59、 大村市50、
平戸市18、 松浦市1、  対馬市8、  壱岐市1 五島市6、
西海市51、 雲仙市25、  南島原市3、
長与町H、 時津町23、  東彼杵町1、 川棚町23、  川ヽ値賀町3、
新上五島町1、 佐 町々11、 波佐見町1
県内2T、   県外22、   不明12 (計 989)

669 31 0

①電話等相談計759

R6

受430 発269 受22   発2 受15 受 1

68 807 115 922 51

長崎市307、 佐世保市100、 島原市52、  諒早市143、 大村市47、
平戸市18、 松浦市2、   対馬市5、  西海市を、  雲仙市63、
南島原市12、

長与町12, 時津町15、  東彼杵町4、 川棚町56、  おヽ値賀町■
佐々 町4

県内31、  県外29、   不明10 (計 922)

699 24 15 1

①電話等相談計739

増減

受38  そ 6さ 受23  発1ビ 受16  ■〔受 1   発(

28 39 67 10

-30 35 16 1

増20

面棲相談件教 相談事業計 直接支|=件教 電話～直接計

①～⑥

警察情報

提供教
相談者等の居住市町・件数①～③

電話 メール LIヽ E 手紙 ② ①+② ③

R7

受411 発16( 受45  発14 受31

59 720 118 838 42

長崎市331、 佐世保市159、 島原市37、

平戸市H、 松1甫市1、   対馬市思、
雲仙市‖、 市島原市3、
長与町9、  時津町20、  東彼祥町1
佐々 町12、  県内26、   県外20、

謙早市58、 大村市32、

五島市6、  画海市18

川棚町23、  月ヽ値賀町3、
不明10 (計 838)

571 59 0

0■語等相談計661

R6

受369 発20〔 受18   発2 受15 受 |

48 656 86 742 31

長崎市271、 佐世保市39、 島原市47、 諌早市128、 大村市23、

平戸市18、  対馬市5、  西海市1、 雲仙市60、 市島原市12

長与町8、 時津町1、 東彼杵町3、 川棚町51、 小値賀町■

県内27、 県外23、 不明9        (計 742)

572 20 15 1

①電話等相談計608

増減

受42  そ 4t 受27  発1ピ 受16  ■0 受 1   そ(

ll 64 32 96 11

-1 39 16 -1

増53

面接相談 (電話等・面接計) 直接的支援 合 計電話等相談

実件教 延べ件数 実件教 延べ件教実件教 延べ件教 実件教 延ぺ件数 実件数 延ぺ件数

759 802 80 835 882 154 154 989 1,036R7

739 773 68 69 807 842 ■ 5 H6 922 958R6

40 39 38 67 78増減 20 29 8 11 28

115件 (-36) 119件 (39) 36件 (7) 36件 (7) 151件←29) 155件 (32)R7-般犯罪 98件 (33) 101件 (37) 17件←3) 18件 (2)

8381牛 (96) 8811牛 (110)R7性暴力 661件 (53) 7011牛 (66) 59件 住1) 62作 (13) 720件 (64) 7631牛 (79) 118件 (32) l18件 (31)

84,7% 850%77 6銘 775% 86 2X 865% 76.6% 76 6%μ上暴力比率 87.1% 874%

「電話等」はメール、LINE、 手紙を含む。  ():R7と R6の増減
注)①電話等「実件数J:相談者からのセンター受理件数の累計。「延べ件数」:(例 )1通話中における相談者への「他機関紹介」等はプラスll牛し、計2件を計上。 面接相談も同様。

②直接的支援:1回の同行支援は「実l十数lJで「延べ件数1」。1回の同行で複数の同行先は、
「実lキ数lJで「延べ件数」は同行先の合計件数。

上記のうち【サホ
°―卜な がさき】

電話等相談 面接相談 (電話等・面接計) 直接的支援 合 計

実件数 延べ件数 実件数 延べ件数 実件数 延べ件数 実件教 延べ件数 実件数 延べ件教

R7 661 701 62 720 763 118 118 838 881

R6 608 635 48 49 656 684 86 87 742 771

増減 53 66 11 18 64 79 32 31 96 110

RTイ R6対 比 108 7% H04% 122 9% 126 5% 109 8鈷 111 6% 137.2% 1356% 112 9% H43%

R7各対応比率 78 9祐 796% 7 01e 7 0% 85 9% 86 6% 14 1ヽ 134% イ



イ)電話等 センター

R7年度 R6 増 減

面接 計
うち

‖暴力 電話等 面接 計
うち

‖暴力 電話等 面接 計
うち

性暴力
相談活動関係
(電話等・面接相談)

電話等

2 2 6 1 7 -4 -1 -5

300 30 330 330 299 19 318 318 1 11 12

7 1 8 8 6 1 7 7 1 1 1

208 18 226 226 155 19 174 174 53 -1 52 52

8 8 8 10 10 10 -2 -2 -2

85 9 94 94 52 9 61 61 33 33 33

18 4 22 46 7 53 -28 -3 -31

8 1 4 3 3

631 63 694 666 574 56 630 570 57 7 64 96

身

体

犯

小計

22 3 25 33 7 40 -11 -4 -15

23 6 29 21 3 24 2 3 5

45 9 54 54 10 64 -9 -1 -10

交

通

小計

13財産的イ庁害 2 2 4 3 3 -1 2 1

16 1614 DV 33 1 34 34 18 18 18 15 1

10 1015ス トーカー 20 3 23 23 13 13 13 7 3

2 116虐待 3 3 2 1 1 1 2

35 32 23 6 29 2713～ 16小計 58 6 64 59 35

2 70 38 110 3 113 82 -42 -1 -43 -4468

68 2 70 38 110 3 113 82 -42 1 -48 -44

そ

の
他
小計

合 詩 R02 R0 RR2 476R 77R 69 842 お84 29 11 40 ■ 79
79「/うち性暴力被害 701 62 763 / 635 49 684 γ 66 13

82.2% 71.0% 81.2% / / /性暴力被害/合計 % 87.40/0 77 5% 86.5% ///

電話等=面接相談(罪種別:延べ件数)
0

殺人(9害致死)と 27

100 200 300

不同意性交等

監護者性交等

不同意わいせつ

監護者わいせつ
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暴行.傷害

その他の身体犯
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呂 40
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DV
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却  生13

センター

R7年度 8821牛

R6年度 842イ牛

増減 40

左表のうち新規相談(実件数)
0

殺人(傷害致死)E2

20 40 60 80

不同意性交等

監護者性交等

不同意わいせつ

監護者わいせつ

その他の性的被害

暴行・傷害

その他の身体犯

島 23

32

口 3

37

‐‐E9生生

E2

交通死亡事故

交通事故

員オ産的被害

DV

ストーカー
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その他

知 生0
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「
23

… 5但
〓 4

「
13

R7年度 242イ牛

R6年度 180件

贈減

5生



電 話 等
口面 接 相 談 、直 接 的 支 援 の 対 応 推 移  ※電話等 ;電話、メ司レ、ШNE、 FAЖ l件 :H20の計 メール相談 :H30615開 始 HNE相談 :R3118開始

性暴力比率

119%電17 援 51771

サホートながさき 開設前

H27
2016(H2841)
「サホ
・―卜ながさき」開設

2016
2017
2018

2019

2020
2021

2022

2023

2024
2025

H28
H29
H30
Rl

R2
R3
R4
R5
R6
R7

2025
2025

131

22
1

2201

501

110

281

92

91
-141

珂 年

センター言十

171

101
-2071牛

12

1

50件
2041牛

性暴力比率

②/③
696%
652%
687%
690%
767%
787%
731%
811%
805%
850%
76_1,と

710

438
609

503

623

685

889

958
1036
7,086

イ

723
149%

64
62

82

33
43

50
54

65

116
154

74
82

62

64
48

52

50

55

69

80

636
77%

581

769

773
802

5.727

774%

センター計

計⑥電話等 1 面キ警 1首構 支援 I

300
465

566

406
532

533

397
488

347
478

500
501

721

771

881

5.389

イ

850%

305

29
32

25

33

48

87

118

465
134%
766%

31

24

38

45
47

37

34

33

36

32

36

49
62

411
700。

775%

229
326

413

284

413
439

436

637

635
701

4.513

796。′O

874%

133
212

156
222

145

135
184

168

187
155

1.697

_― ―
~~

150%

29

36

258
232%
234%

33
38
44

4

11

25

21

17

29

35

25

30
15

16

18

19

20
18

225
116%
225%

71

139

153

122
119

94

145

192

138
101

1_214

652%
126%

R7各対応 /R7各計

年 度

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

H29

R7各 対 応 /R7セ ンター言十

ト

=
102%90%

センター計

電話隼 1 面機  1直機支援 1 計
808%イ

761%
86%
643%

76%
646。10

837%
788%

イ

239。/。

152%
357%354。 O

133%715%
212%

争対応 /各計

各対応/センター計

電話等相談件数(H28～ R7年度)センター計

ち0   100  150  200 250  300

229

350  400  450  500  550  600  650  700  750

|128

129

■ 犯罪被害者等1,214件 212%

罐 性暴力被害者4,513件 788%

計 5,727
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弼°          413

R上

イR2
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Rど l
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６３

　

６３

R7年度から「新規相談」の取扱い

変更

0当年度以前からの継続相談で
あつても、年度毎の最初の

相談は「新規相談」で計上し、

端緒は「その他」とする。

電話等相談件数 (H28～ R7年度)性暴力
(新規・継続 )

150  200  250  300  350  400  450  500  SS0  600  650  ア00  7500   50   100

日28新規 85_

H29 癖舟失見94

卜,30 新規 _10■

R噺規62

R2新規 Bl__

R3新規 88峠

R4 新芸見■12!

R5    芸FttR■ 117

144継続 229

232継お毛  326

312継続 413

222継れ売  284

332継続 413

351継続 439

324継続 436

500継お売  637

501継お毛  635

493継続 701

新規相談 1,102件 244%
継続相談 3,411イ牛756%

計 4,513

R6 ___新規 ■3生

R7  _ ,_ ■ _ _新去見208



ウ)直接的支援に関する事業 (センター計 )

○ 上記事業のうち性暴力被害者 サホ
°―卜ながさき

O直接的支援事業の区 い

件数 延べ件数 支 援 内 容

R7 154 154
警察関連 10、 裁判関連57、 検察庁関連2、 弁護士法律相談付添69、 行政窓口付添3、 病院付添4、

カウンセリング付添3、 自宅訪問2、 生活支援2、 その他2    (計 154)

R6 115 116
警察関連8、 裁判関連46、       弁護士法律相談付添47、 行政窓口付添1、 病院付添7
カウンセリング付添2、 自宅訪問1、 その他4         (計 116)

増 減 39 38

件数 延べ件数 支 援 内 容

118 118
警察関連10、 裁判関連39、 検察庁関連2、 弁護士法律相談付添53、 行政窓口付添3、 病院付添4

カウンセリング付添3、     生活支援2、 その他2    (計 118)
R7

R6 86 87
警察関連8、 裁判関連36、

カウンセリング付添2、 その他3

弁護士法律相談付添30、 行政窓口付添1、 病院付添7

(計 87)

増減 32 31

R6性暴力 性暴力77% 性暴力77%

R7年 産 R7/R6対比

直 接 的 支 援 関 係

(延べ件数)
挙索開進

支援

裁判円進

支援

検索庁f対進

文l,ス

弁護十法令を

村十談付添

行政窓I年ヘ

の付添
病院‖添

れ,レ t'ンデ

付添
白宅訪問 4:活 支援 その他 合計

うち

性
'デ

カ
合計

うと

性テ兵力 増減
うち

1:系力

lR 1 1 20 1 19

2 2

4 16 24 2 2 I 49 49 50 50 -1 -1

1 1 1 1

R 夕R 2 夕3 1 2 1 2 1 58 32 32 26 26

1 1 -1 -1

1 R 1 5 4 4 1 I

ら 1 7 -1

1 I 1

tiR ■ 1 , , ]7 87

せヽつ

7

S ―『,

亀 10 -73

S 魚 R6

0 10 -109

1]目′下藤的構害

1 1 1 114 DV 1

R R15ス トーカー 2 1 3 3

1∩ 虐待

1 2

1 1 1 l 1

合 計 10 57 2 60 3 4 3 2 2 154 ,118 H16 レ 87 38 ″31
/10 89 2 53 3 4 3 2 2 1184 / 87イ 31 4

/ 7S A乳100% 68 4% 100% 76 8% 100% 100% 100% 100% 10齢 / 75.0路 /

直接 的支援 罪種 別 (延べ件数 )

殺 人 (傷 害 致 死 )

強盗 (致 死 う )

不 同意 性 交 等

監護者性 交 等

不 同意 わい せつ

監護 者 わいせ つ

その他 の性 的被 雪

暴 行 傷 喜

その他 の 身 (本 犯

危 険運 転 致 死 傷

交通 死 亡事 故

交通 事 故

ストー カー

その 1也

_ 20
■ 2

儡
[■

58

]■

r45
‐ 与
こ■

車  6
い  
・
0

鴫 6

=■
日 3

=■

R l

直接 的支援 付添い機 関 (延べ件数 )

;=察関連支lテ
ー
81°

忘比判 F学巧進 支 援 57

検察庁問Rを 口 2

弁護 士法 イ,

行政窓 □等 へ の 付 添

,高 F完イ寸,泰

カウンセリング

自宅言え間

生 ,舌支す妄

そのイ也

「

13

L47

「
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「
12

コ 2

L24



R6R7センター 言 R6R7左 表 の うち 性 異 力 ね

電 話 等 ‐面 接 相 談 、直 接 支 援 件 数 (セ ン タ ー 計 )

01・■.1占

02■1,Fメ  ル

(,3■「llt

011ょュ|ン

OS ll■ 桜 支 侠

中 Rフ 年 度

‐ R6年 度

性 暴 力 率

45%

性 異 力 被 害

1101牛

――布O ttR ttE

155

-321牛

セ ン ターー言十

R7年 障

電 話 等 ・ 面 接 相 談 、直 接 支 援 件 数 (性 暴 力 )

Oよ Eと 言舌

02電 子 メ ール

03+イ 氏

04画 芋養

05直 接 支 援

‐ Rフ 年 度

‐ 代6年 )支

881

れ 0ヽイ牛立

R7

R7年 度 鷺 語 等 相 談 (性暴 カ 3巳 5臓 )

電 話 等 相 談 月 型 件 数 (電話 、メール、LINE、 手 紙 )(セ ンター 計 )

4月 ′
42イを■ 43辛+

―
rと,口
`J等
ネ日とよ(1■ ‐ 力 ,

口呵

“

い ■J.舌 年,1日 、大 (― 舟受ぢEヨF)

占十3月ワ 月よ月■2月■■月■O月9月8が7月6月5月4月

-37
クoイ牛

53%

一
電 話 等 相 談 (性 撃 力 )

―
・口言舌気手ホロ幅炎 (― 州曼ぢじ非 )

138
7 7 riィ 牛

821%

2月
57

■月

■ 7

明
２７

■■イ牛
81牛

641牛

8

69

55

■フ

■■  ■2  ■3

電 話 等 相 談 月 別 件 数 (セ ン ター 計 )

■0月 ,
42

4月 ′
4■イ牛

101
n fⅢクイ牛

874%

=十
3月

一 般 犯 ヨロ

2月二月■2月■1月■0月9月3月フ月6月う月

9■03  ・
°

7■
68

64

58

2

57 ■2月 ,

53 7月
6月 ■月 ′

55

4月

R6R7セ ン ター 左 表 の うち性 暴 力被 害 (R7年度 /R6年度 対 比 )
手 案 別 件 数 !上L話等 相 談 者 件 数 (性暴 力 )

0■ 0イ 「ヽコ 思 性 質 等
い代フ4■サ登

― RO年 ,ま
0■ 生監i登名‐1生交等 =g04(〕 fヽ l・,)なわ し 連ヽ つ                            ■ss     203
0猾 ■鼈 韮 者 わ い せ つ

05そ σ》他 の 1生 白つ卒皮害
豊 〔10

_ 督 O

?

030小 トナャン 生 資 等

①4(サ イ I`IJ単 オ少い t! φ

()t,―撃 1, 倍 `占

事 案 別 件 数 :電話 等 相 談 者 件 数 (セン タ ー 計 )

_26

==
豊 iO

‐代フ年 度

●●Fミ 6寄三,支

一一【
　
キ
一
耗
一
や

性 暴 力 率

87_4%

5_3%

,卜暴 力 雑 密

701
635
661年

―-49労「】目E
101
138
-374年

セ ンター 計

8024年
7734牛
29イ牛

R7生 産
R6年 彦
鐘 減

P



R7セ ン |

相 談 者 の 属 性 (被審 者 との 関 係 :電話 等 相 談 件 数 )セン タ ー 計

01本 人

O夕 入 ま た は 安

03父 ま た は
'‐

ユ

04親 旗

日日 ■2
H ■0

田 Rフ 年 度

■ R6令三度

H
日

Oう子 イ共

06そ の イ也 ぐ及
人・知 人 等 )

O′他 機 眠 I

日日日 22
日日日日B 32

日日日B 25
日日日B 29

出日日日日 35

- 6S

内 訳

性 暴 力 墓

874%
82_196
53%

枠 異 サ■糖 審

701
636
Fi Fヽ 4牛

―-48勇口呈
101
133
-37イ牛

セ ンター 計

8021■
'7731牛

291牛

R7年 産
R6年 ,孝
上曽減

0■本 人

02共 ま た は 安

03父 ま た は 母

04棄見方矢

05子 供

06そ の 他 (友
人 ‐矢w人 等 )

07他 機 削

相 談 者 の 属 性 (校害 者 との 関 係 :電話 等 相 談 件 数 )性暴 力

B フ
H 9

“

Rノ 年 度

■
=、

6年 度

日 6
■  ■0

口  25
日日 ■2

日日日日日 33
日日日日日日日日B 6■

66

セ ン タ ーー言十

‐ Iミフ年 度

… Rも 年 ,■

不 明

70身 以 上

601(

う(,1代

4t)イヽ

ユOIIt

20イ代

10イ ミ

よO才 未 満

■98

111
19

伊

F

不 明60イ代40イモ

区

,(,イモ

(セ ン タ ー 計 )「 被 害 者 な し」除 く

■O才 未
201ヽ 301ヽ :

‐ R7年 度

‐ R6年 度

出‐日日  2329

_260

■02

〓
=〓
〓〓〓〓〓〓〓〓

『

日
冴ョT日
日日日日由日日 90

70才 ,メ
上

ら0イ」こ

〓〓
=〓
〓〓〓〓〓と日皇645

以601(■0イヽ

… Rフ 年 度

不 明

フ01才 以 上

601代

501代

40イ代

ヨOイ代

201t

iO代
■0才 Яミ,満

被 害 者 年 令 区 分 :電話 等 相 談 者 件 数 (性暴 力 )「被 害 者 な し」除 く

~2 9

〓〓

=〓
〓〓LIとと出由L‐出日日由由由日日日日由離 92

〓 〓 〓

=〓

〓 〓 〓

=〓

P=多 ア
ロ ロ ロ ‐ 日 日 日 日 日 日  85

生■3

日 日 日 日 日 日 由 日 由 日 由 出 日 由 日 日 B日 由 日 日 ロ ロ ロ 由 山 日 日 日 由 由 由 ‐ H由

「

コ コ モ >              ・

80

・

'2■〓〓〓〓〓〓〓〓〓と日皇F 45

74イ牛

R7年 度
R6年 度
土曽 減

不 明

―R6年 たと

50イ(201t 無 西ゞ|401t301代

― |(7年 1笠

― l16年 度

R7年 度 か ら「 新 規 相 談 」の 取
扱 い 変 更

● 当 年 度 以 前 か らの 継 イ充ホロ

談 で あ つて も 、年 度 毎 の 最 初

の 相 談 は「 新 規 相 談 」で計 上

に″、

端 結 は「 そ の 他 」とす る 。

報 審 発 印 刷 物

05'1察 教 示

0611+察 f足 イ共

他 機 関 か らの 紹 介

O、二煮争て
')‖
也

0つ不 明

性 基 力 被 害

23a
134
991牛

Rフ 焦 唐

R6生 彦
鐘 構

相 談 の 端 繕 !電 話 等 新 規 相 談 者 件 数 (性暴 力 )

一

口

■■■■ 6

― R′ 午 l主

… 代(,年 度

04リ ーフレット‐ホスター他 庁△

Rフ 年 度 か ら「 新 規 本目談 」の 取

扱 い 変 更

● 当年 度 以 前 か らの 盤 続相
a英 で あつても、年 度 毎 の 最 初
の 相 散 は「 新 規 相 談 押輔十上

し、
端 結 は「 そ の 他 」とす る 。

04リ  フレット‐|、 スター1泣
広 報 督 発 日1席 1物

OSi■ 祭 教 示

06件察 I″ 快

0/他 1幾 関 か らの 紹 介

03て (′ )1■Ⅲ

Oり 不 明

中 Rツ 年 度

い
J矛年度

電 話 等 新 規 相 談 者 件 数 (セン ター 計 )相 談 の

ー

Ю
　
　
　
・．



上ヒ/R6R7センター計 左 表 の うち性 異 力 被 害 (R7年度 /R6年度 対 比 )
相 談 者 の 男 女 区 分 (電話 等 相 談 件 数 )セン ター 計

R7年 庁_ 不 明 ′

41牛 ′
O%   男′■28イ牛

女 ′6フ0件

ReF手 度

利
３件′磁１１

男 ′■8■ 件 ′

女′584イ牛′

-53
86
-4

291牛

A Oan

R6年唐
lAl

584

77al牛

7551h

R7生 F_F

670

Rf】ク1牛

区 ′刀`

鼠

計

士 %

男 ・m           置髭算壇
女

ィく41チl

相 談 者 の 男 女 区 分 (電話 等 相 談 件 数 )性暴 力
R7年 度

不 明 ′

3イ牛′

男′8フイ牛′

女 ,Si■ 1牛 .

R6年 度
 不 明 ′
8イ牛

男′■26イ牛

女 ,SO■ 1牛′
7096

増 減

-39
140
_=i

664牛

881色

R6年層
12G

Sa51年

780%

R7年 唐
87

611

7011牛

872%

区 分

計

士 。/6

男 密圏選〓諷協島出留仏 .26
女

閣 Rノ 年 ,立

6■ ■ ‐ 代●午 ,■

不ロチJ と毛

男 ′851牛′

女 ′6891牛′

I

R7年 度

不 明 ′■7

件 2%
男′3Sイ牛′

R6年 度

女 ,6601牛 ′

不 明 ′9
1牛′■
°
/。

被 害 者 の 男 女 区 分 (電話 等 相 談 件 数 :「被 害 者 な し J除 く)セン ター 計

29
8

371牛

-0481

R6年 層
倉島

寧
7541年

87 5Sa

R7年膚
AS

箪
7911牛

871,`

女菊凹計女 0/c

男

女

名卜IJナl

畠目呂呂目目目目目目 §:

閣 R7年 度

‐ 代6紆 度

鰐 9■ 7

被 害 者 の 男 女 区 分 (電話 等 相 談 件 数 :「被 害 者 な し J除く)性暴 力

R7年 度
不 明 ′■7件′ 男 ,441牛′

口
ｇ
Ч
Ｉ

女 ,o331牛
9■%

代64手 た蓋

不 明 ′91牛′ 男 ′29イ牛′

どを,s321牛 ′

R6生 唐

151牛

R7生 F_書

71年

園 代/年 サ主

■ lヽ 6年 ,主羽  學 944

女

不明 ♂ 9■フ

15

51

8

74件
-27。 1

R6年度
29

382

6201牛

939D。

44

R7年度

63a

6941牛

912%

女

± 0/a

9不 明   17

直 接 的 支 援 活 動 内 容 延 べ 件 数 (セ ン ター 計 )

。1:■ 室て十共,た
"支
,ォ

(,2技 1ヨ 十よlkⅢ I業 I友

。1オ :察お攣〕辿 ,ゝ1テ 圏。
2

(14う■it「
=,去
イ.F ttH Iよイす,木

OI〉 イII政 窓 いヽ へ のイJ添

Otメ )'lノ (イ

''本

(J/カ ウン セリンクイJ,ム

,04.,|,貰 ,オ

‐ Rフ 年 度

"R6年 度

766%
75_096
16%

118
87
31イ牛

36

29

7イ牛

セ ン ター
計

1641年
1ヽ6イ牛
381牛

R7!:

R6』
】

直 接 的 支 援 活 動 内 容 延 べ 件 数 (性暴 力 )

0■ 甘 察 Hlたよ真 桜

0芝 オt半 」門 ,1支 j主

03検 察 ナ十門 迎 〕
=

04介 證 士 ヴ去伴 4田 .炎イサ,/ヽ

0■ イ十政 窓 にコ等 へ の 付 添

06,お |,し イヽJ,本

いR/年 ,立

山R64J圭

o/カ ウンセリンク1→木 ♂ 2

0ヽ 自|こ iヽ力問  8
10生 活 文 lk tt。 2

13そ の 1也 亀
23

性 黒 J¬縦 害

87

118

31イ牛

R7」

R6J
1捜



性暴力

被害壱主
2025 ▼

(複数の

アイテ
ム)i王
I複数のアイ

'▼

r

犯罪区分

年度

相談対応

卑虐害者 1牛 卯|

R7年度
性暴力被害者と加害者との関係 (電話等の新規相談者 :実人員 )

(前年度以前からの継続相談者を除く)

「被害者なし」除く

R7年度 性暴力被害者の被害からセンター相談までの期間(電話等の新規相談者 :実人員)

(前年度以前からの継続相談者を除く)

「被害者なし」除く

(再 掲)

09全く

ぎ 卒目言炎

$ざ

8%

0%

32%
15%

0%

25%
50%
8%

15%

1人

1人

1人

26人

5人

0人

13人

5人

0人

64人
1人

41人
34人
11人
4人
2人
13人

170人

5

13

5

1

1

1

26

1

9

23

7

2

4

5

7

5

1

1

19

9

1

6

1

175

5

1

15

4

7

3

2

3

5

3

1

1

5

11

8

2

1

1

2

25

12

8

4

24

1

5

6総 計

03-0不同意性交等

03-1監護者性交等

04-0不同意わいせつ

05その他の性的被害

12DV

13ストーカー

14虐待

17その他

性暴力被三I

2025
(複数のアイテ▼r

檀数のアイiザイ

犯罪区分

年 唐

相談対応

被害者性別
06そ の他 (友人等 )′

10人 ,6%
07他機関′8人 ,5%

m親族 ,
5人 ,3% R7年 度 性暴力新規相談

被害者との関係

(被害者⇒新規相談者)

03父 または母 ,
46人 ,2″/。

0■本人 ,
99人,5母

`
N=170

02夫 または妻 ,
2人 ,1% 前年度以前からの

継続相談者を除く

66%

0%

710′コ

53%

5500

75%

50%

15%

59,6

42人

0人

29人

18人

6人

3人

1人

2人

101人

64人
1人

41人
34人

11人

4人

2人

13人

170人

7

3

11

3

1

1

11

37

5

3

1

1

2

12

2

1

6

3

6

4

2

3

2

3

8

2

1

2

1

6

4

21

14

1

1

41

12

7

4

3

26

2

1

3

2

9

6

4

6

1

2

19

03-0不同意性変等

03-1監護者性交等

04-0不同意わいせつ

05その他の性的被害

13ストーカー

12DV

14虐待

17その他

総計



被害者年代別「被害者なし」除く

R7年度 性暴力被害 (電話～手紙 延べ件数)N=694

■10才 未満 ■10代 Ⅲ20代 ■30代 ■40代 B50代 日60代 B70才 以上 ■不明

88

朔

８８

１

　

　

２

１４

２

３５

２０

４

総計

出不明

日70才 以上

■601t

コ50代

田40代

B30代

艤20代

日lo代

B10才未満

71

明

■

・

生

４

１２

偲

９

２６

５

68

胡

６８

３

　

５

２

６

５

３．

１５

１

63

明

６３

２

６

　

９

２

１０

■

２３

58

羽

一
５８
　
生

７

９

■

２８

２

11月

５７

　

２

１

■

７

１７

・４

５

甲

５５

２

　

　

１

筍

６

５

り

１２

明

５３

1

２

５

２４

・０

■

期

５．

３

１

留
　
　

　

留
　

・５

　
４

47

朔

４７

１

43

胡

４３

９

　

　

１

３

５

Ъ

９

１

40

１

５

７

お

締

６９４
２９
８
６
２３
８５
・１３
蜘
２．５
３５

4

被害者年代別「被害者なし」除く

R6年度 性暴力被害 (電話～手紙 延べ件数 )

100   日10才未満 ■10代 燃20代 ■30代 ■40代

し

N=620

B50代  田60代 B70才 以上 B不明

64

55 54

49 48

42

4月

39

明

％

３

２

　

１３

　

６

偲

１２

6月
朔

５４

２

４

　

１０

　

９

８

１９

２

8月 明

６．
　
　
２
　
　
６
　
　
１
．側
　
■

生0月

42

2

2

月

　

９

■

一
４

12月 明

６２

2月

48

4

3月

64

3

総計

620

22

17

1

92

37

66

119

221

45

総計

日不明

日70才以上

日60+t

口50+t

B40+ヽ

日30+ヽ

麟20代

日 生0代

日lo才未満

21 68 57

生 3 4

2

1

4

2

2

9

3

1

2

17

8

4

30

6

4

生

2 5 7

3 1 3

8 3 . 3 1 Ｂ

　

９
　
留

9 19 9   2 15 7
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1 従 2 9 2

才

Ｓ

　

５

　

　

１０

3

３

　

　

守
一

４

　

７
　
１
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3 自助組織に対する支援に関する事業
センターが開催している被害者遺族等の集い(あじさい)長崎4回、佐世保4回 (延べ11名参加)

4広 報 啓 発 活 動 に 関 す る事 業
広 報 活 動

開 催 日等 対   象 (開催 場 所 等 )活 動 内 容

4月 ‐10月 中 学 ‐高 校 ‐教 育 委 員 会 へ の 学 校 巡 回 講 演 事 業 の募 集 案 内 を送 付

7)J-11月

県 瞥 音 楽 隊 コンサート(長崎 駅 かもめ広 場 )へのフ″́
^加
1広 報

(峨旗 掲 示 、)ム 辛ヒグッズ西じイ1])
(D7/16   200ネ ツ丼力H
C)10/1  200名 参 力日
① l1/26 250名 参 力‖

11月 23日

「犯 罪 被 告 者 等 支 援 lilr}旗 会 」(長崎 原 爆 資 料 館 ホー ル )
(主催 長 崎 県 警 察 、センター 、長 崎 垢k)
lil子.演 (被害 者 遺 族・御 手洗 氏  聞 き手 センター 前 田 Eと事 長 )
280名 参 力II ハ

°
ネル、峨 旗 掲 示 、広 辛Rグッズ西己イヽ∫

1月
R8年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (24期 )の受 講 生 募 集 掲 載 依 頼
(県・市 町 広 報 誌 )

普 及 宣 伝 活 動 な ど

3月

R8年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (24期 )募集 掲 載
① FMな力式さき「とどける県 な が さき」3/24の週
② 長 山奇新 聞「県 か らて″)お矢口らせ 」3/26
◎ 県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た えるな がさき」4月 号 (3/14発干U)

① センター活 動 紹 介・賛 助 金 募 集
銀 BCラシ'オ番 雅タ ホ

°
ットダ六幸R:4/1～3/31 週 2回  104回 /年 )

② センター活 動紹 介 (県営バ ス車 内放 送 4/1～ 3/31)長崎・諫 早・
大村 地 区の運 行 車 両 放 送 回数 2,800回 /日

4月

◎ センター被 害者 支援 紹 介 画 像 3枚掲 示 (一般 犯罪 ‐性 暴 力 )
(県運 転 免 許 センター デ ジタルサイネー ジ 2箇所 :4/1～ 3/31)

犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/23)の 参 加 者 募 集
「犯 罪 被 害 者 等 講 演 会 」のWeb申 込 (専用 フォーム)投 〃 一HP掲載
10/1´や11/14

10月 犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/23)の 参 加 者 募 集
① 県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た える県 な がさき」11月 号 (10/16発 干U)
② 県 庁 ホー ムペ ー ジ掲 示 (10/1～ H/21)
③ 県 庁 ポ ー タル サイト掲 示 (10/1～ 11/21)

<サホ°―卜な が さき広 報 >
サ ポ ー トな が さき活 動 紹 介

通 年 ① 県庁 ホームペ ー ジ掲 示

4月
① FMながさき「とどける県 な んミさきJ(4/14～の週 )
② 長 1崎茅斤聞「県 ラう`らのお 知 らせ 」4/17
③ 県 庁 ホー ムペ ー ジ掲 示 (通年 )

8月 ① 全 世 帯広 報誌「つたえる県ながさきJ9月 号 (8/15発干U)

3月 ① 長 崎 新 聞「県 か らの お 知 らせ )3/26

ラジ オ 、新 聞 等 利 用
による広 報 啓 発 活 動

4)可 ノ覧てが10〕可 広 報 誌「あじさい支 援 だより」(各 1300部 )

9月 犯 罪松〔キ筆者 等 支援 言毒演会 (11/23) チラシ2,000枚イ作成

11月 犯 罪イ疲笹帝旨支 1援 (全ニガ段てア)糸召分
‐・  ‐E)折リリーフ)3,000菩トイ乍成

<サホ°―卜な が さき関 係 >

7月
'V佐暴 ノリ被

′「t〒者 支 援 の紹 介 【ア剪 与イiFカート配 イl」 ∽ Fttlと テ
｀
サ
ヾ
イン83,0004Ⅲ〔イ4三′J比 )

(FIヨ ウNヽユ・イム たゞσ)「 Fiケ |卜、「F五十′葉、T´舛可♪電七髭1存 t吏 「ir296(を 吏・多ブ`4交・ケ」`数 セ苫)
企 41露走イ＼西d rlJ 78,550梧 〔) ):(I128イ li)=か ら

'テ

イ
li・ 和】鈴九ザ肥れF

広 報 誌・チ ラシ等 作 製

① 募 金 箱設 置 活 動 (3/31現在 77箱 設 置 )

募 令 箱 ‐白動 lll文 九 機 設 世 通 年

② 寄付 型 自動販 売機 設 置 活 動 (3/31現在 70台 設 置 )、 センターHP掲載

ホンデ リング事 業 通 年 平 成 27年 8月 ～ (県 内 23荷誓 祭 署 に回 収 箱 設 置 )、 センターHP掲裁

「イオン」レシートキャンヘ
°
―ン 通 年 平 成 29年 4月 ～ (長崎 市「イオ ン長 崎 店 J)、 センターHP掲載



イ)犯罪被害者等講演事業 (学校巡回講演等 )

① 学校講演

② その他の講演等

5相談員等の養成及び研修に関する事業
ア)支援ボランティア養成講座 (23期生)受講生6名

養成講座修了者5名 のうち3名をと滲―被害者支援員 (ボランティアlに委嘱

実施校数 内  訳 開催地 市町 R6実績

中学校

5

(公立5)

生 徒 630名 長崎市1松浦市1対馬市1西海市1
東彼杵町1

中学校

6

(公立6)

生 徒 1,385名
長崎市4

佐世保市1

諌早市1

松浦市2

五島市1

南島原市1

(計 6市 )

教師等 103名 教師等 141名

計 733名 計 1,526名

高等学校

3

(公立2)

生 徒 900名
長崎市2諒早市1

高等学校

4

(公立3)

生 徒 823名

教師 78名 教師 94名

計 978名 計 917名

計 8校

(公立7)

生 徒 1,530名 長崎市3H東早市1松浦市1対馬市1
西海市1東彼杵町1 計 10校

(公立9)

生 徒 2,208名

教師等 181名 教師等 235名

合計 1,711名 合計 2,443名

講

話

等

講 演 等 内 容 回数 聴講者数 R6実績

長崎地方検察庁 (被害者支援業務 )

純心大学講義 (犯罪被害と支援センター活動)|よか
5回 148名 4回 231名

警察学校専科講義 (警察安全相談・被害者支援ほか) 4回 97名 3回 63名

合  計 9回 245名 7回 294名

講 座 開催期間:R7年 6月 ～11月 (12回 :月 2回 第2・ 4土曜日 ):修 了 11月 29日

講義内容 22科 目 法律、社会福祉、更生保護、関係機関の支援制度、ロールプレイング等

講師人員 19名
弁護士、県警支援室長、県警少年課サポートセンター長、長崎県職員、保護観察所職員、

長崎地検検察官、長崎地裁職員、法テラス長崎事務所職員、臨床心理士、センター職員等



イ)相談員等研修関係

種  別 開催 日 研修会等の内容 開催場所

参加者

センター職員

研修会等 (全国被 害者支援ネットワータ開催 ) 3回 計 延べ 3名

6月 9日

～ H日
「課題研修」(上級)研修 大阪府 1名

10月 18日 令和7年度秋期全国研修会 (Zoom研修 ) 東京都 1名

12月 5日

～ 6日
支援活動責任者研修 東京都 1名

(その他 ) 12回 計 延 べ 32名

5月 22日 犯罪被害者における社会福祉士の在り方 センター 5名

6月 5日 女性相談支援員等 (女性相談担当者 )研修会 Web受講 2名

8月 18日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

10月 24日
交通事故被害者サポート事業「自助グアレープ運営・

連絡会議」(警察庁 )
Ⅵleb受 講 1名

12月 8日 犯罪被害者等支援コーディネーターフォローアップ研修 Web受講 2名

1月 27日 熊本県犯罪被害者等支援施策研修会 貫長フト垢粛 2名

1月 31日 九州。沖縄ブロック支援活動責任者交流会議 宮崎県 1名

2月 1日
性暴力被害者支援に係る医療機関研修会

(県交通・地域安全課・県産婦人科医会 )
県庁会議室

オンライン併用
4名

2月 3日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

2月 4日 公益法人の運営等に関する研修会 (新法)県総務文書課 県庁会議室 1名

2月 5日
「性犯罪被害者等支援体制整備促進事業 J

医療関係者等研修
|キ
′ebS盈討尊 2名

3月 4日 第12回ひきこもり支援を語るC護 WebS毛 訂章 2名

合 計 合計 15回 合計 延べ 35名

継続研修
ボランティア支援員の継続研修
8回開催 (5月 ～2月 )

R6センター活動状況説明、裁判傍聴、
殺人事件裁判の付き添い支援の概要説明
ロールプレイ、電話相談の具体的紺応

延べ42名

令和 7年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第 3項に規定する付属明細書

(事業報告の内容を補足する重要な事項)がないので作成しない。

令和 8年 6月  公益社団法人長崎犯罪被害者支援センター


